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発表演題名 鶏肉からの基質特異性拡張型β-ラクタマーゼ産生大腸菌の検出状況 

研修会名 薬剤耐性菌解析機能強化技術研修会 
発表者名 石畝 史（保健衛生部） 

開催場所 東京都武蔵村山市 国立感染症研究所村山庁舎 

発表日 平成２２年９月１０日（金） 

発表内容  2007 年 10 月から 2010 年 2 月に市販鶏肉 89 検体から基質特異性拡張

型β-ラクタマーゼ（ESBL）産生大腸菌の分離を試みた。CTX に耐性ある

いは中間値を示した株の PCR 法による CTX-M group 型別は、Shibata ら

の方法により実施した。CTX-M group 型別されたのは O血清型不明株を

含めると 49 検体（55.1％）由来の 76 株であった。そのうち O血清型が

判明し、CTX-M 型 ESBL 産生菌と確認されたのは 26 検体（29.2％）由来

の 33 株で、血清型は 21 種類確認された。CTX-M group は O 血清型不明

株を含めた 76 株では、CTX-M-1 group が 23 株、CTX-M-2 group が 14

株、CTX-M-8 group が 1 株および CTX-M-9 group が 36 株であった。そ

のうち O血清型が判明した 33 株では、CTX-M-1 group が 11 株、CTX-M-2 

group が 5 株および CTX-M-9 group が 17 株であった。CTX-M 型は 11 株

を検査して、CTX-M-14 型が 8株（O78：H9、O78：HUT、O103：H28、O103：

H51、O119：H4、O153：H51 など）、CTX-M-2 型が 2 株（O18：HUT、O153：

H34）および CTX-M-3 型が 1株（O25：H4）であった。 

 最も多かった血清型であるO78：H9およびO78：HUTの13株は、CTX-M-1 

group と CTX-M-9 group に分かれたものの、系統発生群はすべて A、薬

剤感受性は KB 法では 11 株が 8 剤耐性の同一パターンを示し、10 株に

対する CAZ の MIC 値は 32μg/mL、12 株に対する ERFX の MIC 値は 32μ

g/mL を示すなど類似した性状を示した。 
 
 

 
 

 

 


